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コロナ禍における大学生のボランティア活動実践と課題
― 千葉県M市 なないろのもりXmas festivalを事例として ―

有川 かおり

１ 課題の設定
　2019 年 12 月下旬，中華人民共和国湖北省武漢市で原因

不明の肺炎が発生したことが，保健当局によって報告され

た。後に COVID-19（通称：新型コロナウイルス感染症）

と名付けられた感染症は，あっという間に世界中に広がり，

現在（2020 年 12 月１日）も，様々な国と地域で人々の命

を脅かし続けている。そして残念ながら，今も終息の目途

は立っていない状況にある。

石（2018）によれば，過去に世界中で，「スペイン風邪」

「ペスト」といった感染症が大流行した際に取られてきた

対策の１つに，「可能な限り人と人との接触を避ける」と

いうことがあったとされている。これは，現在流行中の

COVID-19 における対策でも，同様の対策が取られており，

いわゆる「三密」を避けることが求められている。

このような状況下，ボランティアの領域で，特に影響

を受けたのは「対人支援のボランティア活動」であった。

NPO 法人全国こども食堂支援センターむすびえ（2020）

によれば，2020 年９月の段階で，「一堂に会してのこども

食堂」が開催できているのは 24.0％，「予定が立たない」

と回答した団体は 48.0％にのぼっている。

また，近年日本で頻発する自然災害についても，他地

域からのウイルスの流入を恐れて，「災害がおきた場所と，

同じ県内・市内の人のみを受け入れる」という方針が示さ

れるようになってきている。実際に，コロナ禍の 2020 年

７月９日～ 10 日におきた熊本豪雨では，「ボランティアは

県内の人，もしくは九州の人のみを受け入れる」という方

針が打ち出され，各市に災害ボランティアセンターが設置

された１。このように，今までと同様の活動実施が困難な

状況にある中，ボランティア実践の方向性が問われている。

本稿が主眼としている，大学生のボランティア活動実

践も，多くの大学において，対面での課外活動自粛や制限

が続いている。しかし，国立青少年教育振興機構（2020）

によれば，ボランティアに関心を持つ学生は，「教育・保

育」「社会福祉」「体育・スポーツ科学，健康科学」の領域

を専攻している学生に多く，「小学生を対象とした活動」

「まちづくりに関する活動」「高齢者を対象とした活動」と

いった，「対人支援のボランティア活動」を好む傾向があ

るとされている。また，同じ調査で，ボランティア活動

をしたことがある人の活動に参加した動機（複数回答可）

は，「自分の成長につながると思ったから」（45.4%）の割

合が最も高く，ついで「さまざまな人と関わりたかったか

ら」（28.5％），「楽しそうだったから」（26.7％）「関心のあ

る分野や社会問題の現場を見たかったから」（26.2％）と

続いている。上記の結果からも，ボランティア活動に関心

を持つ学生たちは，活動を通じて，他者との直接的な交流，

それを通じた自身の成長を求めていることは明らかであろ

う。そういった学生たちの，ボランティア活動が，従来通

りにはできなくなっているのである。

　そこで本稿では，コロナ禍において，千葉県 M 市で行

われた，なないろのもり Xmas festival（2020 年 12 月５

要旨
　［目的］コロナ禍における，保育・教育系大学生のボランティア活動実践について，そ

の成果と課題を示すこと。［方法］①千葉県 M 市で行われた「なないろのもり Xmas fes-

tival」の活動事例から，課題を抽出し考察を行う。［結果］学生は「COVID-19・それに伴

う不安感」を強く感じながらも，「人との関わり」「今」しか出来ない経験を求めて，コロ

ナ禍におけるボランティア実践に参画していたことが分かった。［結論］特殊な状況下で

のボランティア実践であったが，学生は成長していた。他方，ボランティア実践と感染症

に対する危機管理については，課題として残った。
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日実施）に，子ども向け遊びブースを企画・実践した大学

生の活動を事例として取り上げ，その成果と課題を検証す

る。このことにより，コロナ禍における大学生のボランティ

ア実践の成果を示し，課題についての手がかりを得たい。

２ 研究の方法と手順
　第１に，千葉県 M 市で行われた，「なないろのもり

Xmas festival」（2020 年 12 月５日実施）において，子ど

も向け遊びブースを企画・実践した大学生の活動について，

事例研究を行う。分析手法としては，関与した学生が実施

後に記した，振り返りレポートのテキストマイニング（計

量テキスト分析）を実施し，成果と課題を探る。

第２に，テキストマイニングの結果を基に，コロナ禍

において行われた大学生の課外活動について，どのような

成果があり，課題が残ったかについて論じる。以上から得

られた知見を用いて，コロナ禍における，大学生のボラン

ティア実践についての考察を行う。

３ コロナ禍における大学生の
　 ボランティア活動実践事例
　 －千葉県 M 市なないろのもり Xmas festival―

３．１ イベント概要
　本稿で取り上げる，コロナ禍における大学生のボラン

ティア実践事例は「千葉県 M 市なないろのもり Xmas 

festival」である。イベント概要についてとりあげる前に，

千葉県 M 市の概要，主催団体の概要についておさえてお

きたい。

まず，開催地域である千葉県 M 市の概要についてであ

る。人口は約 49 万人（2020 年 10 月１日現在 492,835 人）で，

千葉県の中では，千葉市，船橋市，市川市に次いで第４位

の人口規模がある地域である。千葉県の北西部に位置し，

西側は江戸川を挟んで東京都葛飾区，江戸川区，埼玉県三

郷市に隣接し，南側は市川市，東側は鎌ケ谷市，東側から

北側にかけて柏市・流山市と隣接している。第二次世界大

戦後に急激な宅地化が進み，近年では上野東京ラインが開

業した影響により，東京都心へのアクセス（東京駅までは

最短で約 24 分）の良さや都市再開発が進み，ファミリー層・

子育て世代が多く流入してきている地域である。

次に，主催団体の概要についておさえたい。イベント

主催団体は「任意団体なないろのもり」という，2015 年

に発足した母親たちを中心とする団体である。活動目的を

「子どもが毎日幸せで，親たちも子育てが楽しい！と感じ

ることができる地域コミュニティの形成」としている。主

な活動は，①子どもが主体となって運営する夏祭りの開催，

②親子で一緒に参加出来る Xmas festival の開催，③体験

会の開催（子ども達の新しい挑戦の場の提供）である。①，

②は年に１回ずつ開催しており，③は不定期で，パン教室，

工作教室，キッズダンス教室，お金について学ぶ教室等を

開催している。

事例としてとり上げる Xmas festival は，過去６回開

催されているイベントである。当該イベントは，「子育て

が楽しくなる地域コミュニティ事業」として，2019 年度，

2020 年度と，千葉県 M 市から市民活動助成を受けている。

学生たちが参画した，2020 年の Xmas festival の概要につ

いては，以下の表１で示した。

表１：なないろのもり Xmas festival 概要
内容

イベント 
正式名称

千葉県 M 市 市民活動助成事業
「第６回 なないろのもりXmas festival」

開催日時

2020 年 12 月５日（土）
10：30 ～ 15：00
※ COVID-19 感染予防のため，３部入れ替え制で実施
　各回受け入れ人数 100 名まで
　第１部：10：30 ～ 12：00，第２部：12：30 ～ 13：30
　第３部：13：30 ～ 15：00

主催 任意団体 なないろのもり
実施場所 M 市民活動サポートセンター

実施内容
ステージ（オンライン配信），アートコンテスト
ワークショップコーナー，ハンドメイドブース
フード（お持ち帰り専用），ななもり縁日ブース

注： なないろのもりホームページ（https://7ironomori.jimdofree.
com/），第６回なないろのもりXmas festival チラシより筆者作
成

３．２ 大学生の活動
　今まで，大学生が参加した活動の概要について述べてき

た。ここからは，具体的な大学生の活動について示す。今

回，活動を行ったのは，聖徳大学児童学部児童学科３年次

有川ゼミ（主な研究領域，生涯教育・ボランティア）有志

の学生達 10 名である。

学生たちは，「Xmas リースで輪投げ遊び」という活動

を，自分たちだけの力で企画・立案，及び実施をした。ま

た，実際に Xmas festival でブースを出展し，自分たちが

考案したプログラムを実施した。表２は「実施までの準備

状況・振り返り」である。
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コロナ禍における大学生のボランティア活動実践と課題

表２：実施までの準備状況・振り返り
回数 日にち 曜日 時間 内容

１ 2020年10月26日 月曜
16：25
～ 17：55

・実施プログラムの検討
 （感染予防対策を含む）

・参加の意思確認

２ 2020年11月16日 月曜
16：25
～ 17：55

・具体的準備の進行
 （装飾，準備物品の作成等）

３ 2020年11月30日 月曜
16：25
～ 17：55

・具体的準備の進行
 （装飾，準備物品の作成等）

・物品，遊びのルール最終確認

４ 2020年12月5日 土曜
12：30
～ 15：00

・実施当日
 （第２部，第３部に参加）

注：実際の実施内容を基に，筆者が作成した。

表２の通り，ゼミ３回分（90 分×３回）で準備をし，

実施当日を迎えた。そして終了後に，振り返りレポートを

書くことを指示した。

尚，準備初回であった 2020 年 10 月 26 日の段階で，ボ

ランティアの四原則（自主性・主体性，社会性・連帯性，

無償性・無給性，創造性・開拓性・先駆性）２について説

明をし，ボランティアは「強制された活動ではない」ことを，

再度説明した上で，参加するかの意思確認を行った。意思

確認を行った結果，ゼミ生 10 名全員が，Xmas festival へ

の参加を希望した。しかし，そのうちの２名が，感染予防

の観点から，準備段階までの参加となった。実際に会場ま

で行って，プログラムを実践したのは８名であった。

図１：実施プログラム検討作業の様子
注：2020 年 10 月 26 日　筆者撮影

　実施プログラム検討作業は，図１のように付箋紙を使用

して行った。参加者同士，参加者と学生の直接接触が無い

プログラム，もしくは限りなく直接接触をしないプログラ

ムを条件とし，企画・立案作業を実施した。結果として，

前述の通り「Xmas リースで輪投げ遊び」というプログラ

ムを実施することとなった。実際に実施した活動の様子は，

図２，図３の通りである。

図２：受付で子どもが材料を選ぶ
注：2020 年 12 月５日筆者撮影

図３：作成の手順を，大学生が実践を交えて説明
注：2020 年 12 月５日筆者撮影

４ 学生の学びと課題
　 －振り返りレポートの計量テキスト分析－

ここからは，コロナ禍において，イベントに参画した

ことにより，学生にどんな成果と課題があったかを示した

い。具体的な手法としては，活動後に学生が書いた，振り

返りレポートの計量テキスト分析を行う。

４．１　本研究で用いる分析手法
本稿では，学生の振り返りレポートの分析に際し，樋

口（2015）を参考に，KH Coder（製品バージョン 2.0.0.0）３

をダウンロードし使用している。樋口（2015）によれば，

コンピューターを用いたテキスト型データの計量分析は，

（a）Dictionary-based アプローチ，（b）Correlational アプ

ローチの２種類がある。（a）は「分析者が作成した基準

（コーディングルール）したがって言葉や文書を分類する

ためにコンピューターを用いるアプローチ」である。一方

（b）は「同じ文書によく一緒にあらわれる言葉のグルー

プや，あるいは，共通する言葉を多く含む文書のグループ

を，多変量解析によって自動的に発見・分類するためにコ

ンピューターを用いるアプローチ」である。本稿では，（b）

Correlational アプローチを採用し，分析を行った。
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本研究において，KH Coder（製品バージョン 2.0.0.0）

を活用し，テキストマイニング分析を行った理由は，以下

の２点である。１点目は，大量の文字データの分類・分析

があまり時間をかけずに行えるという点である。２点目

は，手作業に比べ，作業者の主観に左右されずに分析を行

うことができるという点である。これらの理由から，KH 

Coder（製品バージョン 2.0.0.0）を活用し，テキストマイ

ニング分析を実施した。

４．２　データの処理
　遊びのプログラムを企画し，実際に当日の運営を経験し

た上で，振り返りを実施した。実施日は，2020 年 12 月５

日であった。その後，レポートの提出を指示した。回収で

きたレポート数は，７本（参画学生 10 名，回収率 70％）

であった。

　本稿では，学生が提出した振り返りレポートから，自動

的に語を取り出し，頻出語リストや共起ネットワークを作

成した。分析のキーワードは，KWIC コンコーダンスコ

マンド４を活用し，当該語の文脈を探ることとした。この

ことにより，学生がプログラムの企画を通じ，何を成果に

感じ，何を課題としたかを探っている。

尚，本研究は倫理的配慮から，学生には事前に書面に

て研究の趣旨，結果の公表を行うことを説明した。さらに

①個人名等は記号に置き換えて処理し，記入者が特定され

ないように厳守すること，②得られた情報は研究者が責任

を持って管理することを説明し，同意を得たうえで実施し

ている。

４．３　全振り返りシートのテキストマイニング
　自由記述の全レポートから得られたデータを KH Coder

を用いて前処理を実行し，文章の単純集計を行ったところ，

21 の段落，40 の文を確認することができた。分析対象ファ

イルに含まれる全ての語の延べ数（総抽出語数）は 1,507，

何種類の語が含まれているかを示す数（異なり語数）は

377 であった。そのうち，助詞・助動詞など，どの文章に

も登場する語を除外した結果，分析に使用される語は 556

（異なり語数 257）であった。

　これらの語のうち，頻出語上位 50 語までのリストと出

現頻度をまとめたのが，表３である。

表３：頻出語上位 50 語までのリストと出現頻度

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 18 状況 ４
景品 13 楽しい ３
思う 12 感染 ３
出来る 11 経験 ３
ボランティア ９ 行う ３
感じる ９ 事前 ３
参加 ８ 実際 ３
活動 ７ 少し ３
今回 ７ 対応 ３
自分 ７ 対策 ３
良い ７ 不安 ３
コロナ ５ 勉強 ３
ゼミ ５ 貰う ３
関わる ５ 来る ３
形 ５ 輪 ３
今 ５ スペース ２
作る ５ 安全 ２
入る ５ 改善 ２
反省 ５ 関わり ２
イベント ４ 距離 ２
ペットボトル ４ 作業 ２
違う ４ 昨日 ２
環境 ４ 主 ２
企画 ４ 守る ２
考える ４ 十分 ２
注： 「M 市 Xmas festival」に参画した学生が，実施後に書いた

振り返りレポートを，KH Coderを用いて単純集計を実施した。

繰り返しになるが，M 市 Xmas festival における，遊び

のプログラム実践は，主な研究領域，生涯教育・ボランティ

アのゼミの学生（児童学部）が，有志で参画した活動であ

る。したがって，学生たちの特性上「ボランティア」「活動」

「関わる」「参加」といった語が多く使われていた。また，

プログラムの企画・立案では，自発的に物事を考え，話し

合いを進行しなければならない。そのため，「考える」と

いう語も多く使用されていた。「思う」という語の使用頻

度が高いのは，活動を振り返り自分の意見を述べるレポー

トという性質上，当該語が文末に多用されたためである。

以下，KWIC コンコーダンスを活用し，学生たちのレポー

トから，参加者である「子ども」，企画立案の当事者（学生）

である「自分」というキーワードに関わるいくつかの文を

抜粋する。（下線部は筆者が加筆した）

＜子どもに関する語＞

▶企画に参加してみて，コロナの対策を十分にしてでも，

直接子どもやその保護者と関わること（ボランティア活動

等）を行ってみるほうが良いということを感じた。
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コロナ禍における大学生のボランティア活動実践と課題

▶感染者が増えている中で，どのようにしたら子どもが楽

しんでもらえるのか，考えることがとても大変なことなの

だということ学んだ。けれど，子どもが本当に楽しそうに

していて，見ている私もすごく嬉しかった。

▶企画に参画してみて，保護者同伴の子どもとの関わりと

いう，実習とはまた違った形で子どもと関わることができ

て，大変勉強になった。また，今までうまく関わりを持て

なかったゼミ生同士が関われたことが嬉しかった。

▶今まで，安全な環境で守られる側だったが，子どもの安

全を守る側にまわった経験は，将来保育者として働く際に，

活きてくると感じた。

＜自分に関する語＞

▶今までの当たり前が，通用しない今だからこそ見つかる

部分がありとても勉強になった。また，今まで環境が整え

られている中にいた自分たちが，コロナ対策のされている

環境を作るということの難しさがとても分かった。一人一

人が終わったあとに除菌作業を行い，あまり密にならない

ように工夫することは，大変だったが勉強になった。

▶リースの大きさを途中で変え，二種類に選択肢を増やし

たり飾りを自分で作ってみたり，事前準備では予定してい

なかったものを取り組めたのは，大学での勉強の成果が少

し出ているようにも感じた。

▶実際に色々な人と接してみて，自分が市内で行っていた

ボランティア活動とは少し違って子どもとの接し方や大人

との関わり方などを学べられたと思う。だから今回は今ま

でとは全然違う環境ではあったが，十分な対策の中でそれ

らをゼミの中で体験することが出来て勉強になった。

▶ 10 月頃オンラインでゼミに参加をしていたときは，画

面上であるからか少し距離があるように個人的に感じてい

た。しかし，企画の細かい内容を決め，景品を作るなどを

通して，自分が所属しているコースの友達とは違うタイプ

の人達と話せることが出来て面白かった。

以上から，「子ども」に関しては，「楽しんでくれて嬉

しい」という学生の純粋な想いと，「大学で学んでいるこ

とを実践できた」という，自身の学びの深化の両面が読み

取れる。また，「保護者同伴の子どもとの関わりという，

実習とはまた違った形で子どもと関わることができて，大

変勉強になった」という記述にもあるように，保護者と一

緒に過ごしている際の子どもの反応が，学生たちに良い刺

激を与えたようである。

一方，プログラム企画・立案の当事者（学生）である「自

分」に関しては，オンラインが主体の授業が多く，他者との

関係性構築が充分に行えない状況の中，プログラムの企画・

立案を通じて，他者との関係性を作っていく様子を読み取

ることができた。また，これは「子ども」に関しても，「自分」

に関しても両方記載されていたことだが，コロナ禍の今だ

からこそ，感染症予防対策がされている環境を，作ってい

くことの重要性と難しさについて読み取ることができた。

４．４　共起ネットワーク図から見るコロナ禍における

　　　 大学生のボランティア実践の成果と課題
　次に，学生が書いたレポートを，KH Coder の共起ネッ

トワークコマンドを用い，出現パターンが似通った語を結

んだ図（図４）を作成した。尚，出現数による語の取捨選

択最小出現数は２に設定している。描画する共起関係の

絞り込みは，描画数 60 に設定した。出現回数が多いほど，

大きな円で描かれるように設定し，円の色の濃淡は媒介中

心性５によって，色が濃い言葉ほど中心性が高くなってい

ることを示している。

図４から読み取れることは，「COVID-19・それに伴う
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不安感」「人との関わり」に関する語のクラスターが多い

ということである。具体的には，左上と中央右側，下方左

側に「COVID-19・それに伴う不安感」に関するクラスター

が布置されている。また，左側，中央左側に「人との関わ

り」に関するクラスターが布置されている。ここから，コ

ロナ禍で人との関わりが制限されている中，大小様々な不

安感持ちつつも，「今」だから，「実際」の現場に行くこと

が勉強になると考え，学生たちが活動に参画していたこと

を，読み取ることが出来る。また，「ゼミ生同士」「子ども

たち」等，人との関わりを求めて，活動に参加していたと

解釈することができる。

このように，コロナ禍において，遊びのプログラムを

自分たちの手で企画・立案から実施をするという経験と，

人との関わりを通して，学びを深めようとする姿が窺える。

その結果，「想定する」「安全か考える」「安全を守る」「ゼ

ミ生と関わる」等の語が多く使用されていた。ここからも，

「COVID-19・それに伴う不安感」を持ちつつも，「人との

関わり」を求めていたと解釈することができる。

以上のように，活動に関する考察や認知において，

「COVID-19・それに伴う不安感」や「人との関わり」が

相当な割合を占めていたことを，この共起ネットワークが

示している。以下，KWIC コンコーダンスを活用し，学

生たちのレポートから，「COVID-19・それに伴う不安感」

や「人との関わり」のキーワードに関わるいくつかの文を

抜粋する。（下線部は筆者が加筆した）

＜ COVID-19・それに伴う不安感関する語＞

▶連日のように，クラスター発生のニュースを見聞きする

中，「本当にイベント自体が開催できるか？」「現場に行く

ことに対し，危険は無いか」等，多くのことを考えていま

した。しかし，感染防止対策をしっかりした上で，勇気を

出して現場に行ってみたところ，本当に楽しかったし，今

しか学ぶことの出来ない，多くの学びが有りました。

▶今後，コロナウイルス感染症とは，長い期間付き合って

いかざるを得ないと感じている。このような状況下で，近

いうちに保育の現場に出ることは，正直大きな不安がある。

だが，私が就職する１年数か月後に，コロナウイルス感染

症の影響が，皆無になっているとは考えにくい。そういっ

た意味で，現場での対応力を学ぶという点においても，価

値のあるボランティアであったと考えている。こんな状況

ではあるが，また機会を作って積極的にボランティアに参

加していきたい。

＜人との関わりに関する語＞

▶コロナウイルス感染症の終息が全く見えない状況の中

で，今回の活動が本当に安全に実施できるのか，最初は不

図４：共起ネットワーク（５語）
注：M 市 Xmas festival に参画した学生が書いたレポートを，KH Coder を用いて共起ネットワークを作成した。
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安だった。しかし，自分たちで感染防止対策をしっかり行

い，地域社会に飛び出した経験は，大変有益なものだった。

子どもたちのために，一生懸命な大人たちの姿を見て，もっ

と多くの人と関わりたいと思った。

▶コロナ禍の中，実施されたイベントでしたが，このよう

な状況だからこそ，地域の子ども達に対して，私達にやれ

る事が出来たのではないかと思います。様々な地域のイベ

ントや，学校行事が中止されていく中，子ども達のために

何かできたことは，本当に嬉しかったです。子ども達のた

めに行った活動でしたが，オンライン中心の授業を受け，

孤立しがちな私たちが繋がるきっかけにもなりました。人

と関わることができて，楽しかったです！

４．５　対応分析結果から見るコロナ禍における大学生の

ボランティア実践の成果と課題
　図５は，KH Coder の対応分析コマンドを使った，抽出

語の散布図である。対応分析では，対応パターンが似通っ

た語が近くに配置され，より特徴的な内容を含むものは，

ゼロ地点から遠くに配置されるコマンドである。そして，

出現パターンに取り立てて特徴のない語は，原点（０，０）

の付近にプロットされる。

図５：全レポートに基づく対応分析結果
注１： M 市 Xmas festival に参画した学生が書いたレポートを，KH Coder を用いて共起ネットワークを作成した。
注２：囲みは筆者が加筆した。

この散布図にも，「COVID-19・それに伴う不安感」や「人

との関わり」に関する語が多く配置されている。しかし「関

わり」「今」といった語は，ゼロ地点よりはるかに離れて

いる。ここからも，プログラムの企画を進行するにあたり，

今しか出来ない経験，人との関わりを感じながら，活動に

参加していたことを看取することができる。このプログラ

ムの企画に関与した学生は，世界中の人々と同様に，今ま

でより人との関わりが減少している。散布図の結果からは，

そういった状況にある学生たちが，制限を受けざるを得な

い人との関わりの中で，学びを深めていったことを，推察

することができる。学生のレポートには，こんな記述があっ

た。

▶保育や教育といった，対人支援系の仕事を目指している

私たちにとって，人との関わりが制限されているこの状況

は，大変危機的な状況であると思っています。だからこそ，
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今しか出来ない経験をしたいと考え，コロナ禍における遊

びのプログラム企画に参画しました。結果として，外に飛

び出さなければ経験しえないことが有りました。安全な環

境を作ることの難しさ，改めて感じた人との関わりの大切

さなど，挙げればきりがありません。

「関わり（0.9％）」「今（0.9％）」（カッコは頻出語リスト

に占める比率）という語の出現比率自体は，決して高いも

のではない。しかし，人と人との関わりの中から，今だか

ら学ぶことが出来ることを，学ぶ姿を共起ネットワークや

対応分析から読み取ることができる。

５ まとめ
　本稿の目的は，コロナ禍における大学生のボランティア

実践の成果を示し，課題についての手がかりを得ることで

あった。本稿では，千葉県 M 市で行われた，「なないろの

もり Xmas festival」（2020 年 12 月５日実施）に参画した

学生が実施後に記した，振り返りレポートを分析すること

により，コロナ禍における大学生のボランティア活動実践

の成果を明らかにしようとした。具体的な手法としては，

KH Coder を活用し，振り返りレポートのテキストマイニ

ング分析を試みた。

分析の結果，学生たちは「COVID-19・それに伴う不安

感」を抱えながらも，「人との関わり」を求めて，ボランティ

ア活動を行っていたことが示された。学生が記したレポー

トにあった「保育や教育といった，対人支援系の仕事を目

指している私たちにとって，人との関わりが制限されてい

るこの状況は，大変危機的な状況であると思っています。

だからこそ，今しか出来ない経験をしたいと考え，コロナ

禍における遊びのプログラム企画に参画しました。結果と

して，外に飛び出さなければ経験しえないことが有りまし

た。安全な環境を作ることの難しさ，改めて感じた人との

関わりの大切さなど，挙げればきりがありません。」とい

う記述からも分かるように，保育や教育といった対人支援

系の職を志す学生にとって，人との関わりや，それを通じ

た学びは，大変重要になってくる。そういった意味で，学

生たちが自らに必要な学びを気が付き，ボランティア活動

を行ったことは，評価できると考える。また，他の記述で「感

染者が増えている中で，どのようにしたら子どもが楽しん

でもらえるのか，考えることがとても大変なことなのだと

いうこと学んだ。けれど，子どもが本当に楽しそうにして

いて，見ている私もすごく嬉しかった。」という記述があっ

た。人との関わりが，極端に減少してしまっている今だか

らこそ，自身が準備した遊びのプログラムを，子ども達が

楽しそうに遊ぶ姿を見ることは，保育や教育の仕事を志す

学生たちにとって，大変価値のあることではないだろうか。

　一方で，当然のことながら課題も残った。それは，感染

症に対する危機管理についてである。感染予防対策を万全

に行い，周到な準備をしたとしても，人が多数集まる以上

は，クラスター発生等のリスクはゼロではない。今回のボ

ランティア活動では，ボランティア四原則に基づき学生た

ちと話し合い，参加の有無を決めた上で，現地に行くか，

準備までに留めるかを学生の自由意志で決定した。結果と

して，クラスター発生や事故等は無かったが，ボランティ

ア実践と感染症に対する危機管理については，今後の課題

として残るものと考える。

研究課題としては，以下の２点が挙げられる。１点目

は，本稿は COVID-19 が終息していない段階で執筆して

いるため，コロナ禍における，大学生のボランティア実

践に関する統計データ等が充分に揃わなかった点である。

COVID-19 が終息し詳細なデータが揃った段階で，さらに

詳しい分析を行いたいと考えている。２点目は，ヒアリン

グ調査のような，口頭・面談をしての調査では無いため，

レポート記述についての学生の意図を，深く探求できな

かった点が挙げられる。学生に対し，詳細なヒアリングを

実施することができれば，さらに深い考察をすることが可

能であったと考える。今後，詳細なヒアリング調査を実施

し，考察を深めていきたい。

以上２点を通し，「コロナ禍における大学生のボラン

ティア活動実践」について，さらに研究を発展させていき

たい。
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注
１　 熊本県災害ボランティア情報特設サイト，https://ku-

mamoto.shienp.net/（2020年12月17日最終アクセス），

熊本県社会福祉協議会

２　 ボランティア四原則，https://www.tvac.or.jp/shiru/

hajime/gensoku.html（2020 年 12 月 22 日最終アクセ

ス），東京ボランティア市民活動センター

３　 KH Coder は，下記からダウンロードできる。（http://

khc.sourcefor.net/）

４　 KWIC コンコーダンスとは，分析対象ファイル内で

その抽出語がどのような文脈で用いられているか，検

索できる機能である。（樋口 2015，P143 参照）

５　 各語がネットワーク構造内で，どの程度中心的な役割

を果たしているかを示すもの。簡潔に示すと，その語

がどれほど「ハブ」としての機能を果たしているかを

定量的に評価するものである。
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